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---Regional activity----    

 
➤➤➤地域と共に活きる➤➤➤ 

 

第１４回 慶和園実践報告会

 

 

 2 月 1 日、京極町除雪ボランティア（京極町社

会福祉協議会主催）に当園スタッフ 4 名が参加。

除雪サポートを必要とする町内のご家庭を訪問

し、敷地内に堆積している雪の排雪作業に汗を流

しました。固い雪を切り崩しながらの作業は苦労

もありましたが、作業完了後、住人の方からの

「きれいにしていただき、助かりました。」の言

葉に心も温まり、元気もいただきました。 

 
 

1月 24日『第 14回慶和園実践報告会』を開催致し

ました。今回のテーマは「動きだしはご本人から」。今年度

の運営テーマである“相手に伺うコミュニケーション”の実

践動画の撮影による全 4ユニットからの発表となりました。   

これまでの自分たちのケアの振り返りを行い、私たちスタッ

フがご本人の出来る事を奪ってはいないか、お声掛けして

からご本人の動き出しを「待つ」、出来た事を「認め・褒め

る」など、お互いにご利用者へのかかわり方を確認。スタッ

フからも動画を見て様々な悩みや共感する意見、ご利用者

への想いを聴くことができました。また、アドバイザーとして

参加の真狩羊蹄園佐々木施設長様、天川生活課長様から

も今後の展開に期待するポイントなどの評価をいただきま

した。今後、慶和園のケア目標の一つとして、ご本人の可能

性を信じてかかわることを推進していきます。ご本人が「動

く」と「動かされる」とでは、ご本人の意欲が異なることを意

識していきたいと思います。 

 

 



 

 

 
                                   

 

 

 

 

 

 

                                    

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の着物に憧れ「是非とも振袖を着てみたい」と希望のリッファ介護員。 

着せてあげたいのはやまやまだけど、着付けの経験も無く・・・どうしよう・・・ 

 あれこれ悩んだ末に、「経験豊富の方にお願いするしかない・・・！」と特養ご利用

者の渡邉様にご相談。渡邉様は私たちのお願いを快く引き受けてくださりまし

た。成人式当日、「衿はきちっと合わせて！」「後ろも真ん中に合わせた？」「おはし

ょりもきれいにたたんでぎゅっと引っ張って！」などなど的確なご指導をいただ

きながら見事に着付けまでは完了！さあ残るは飾り帯…（汗）職員がユーチュー

ブを見ながら悪戦苦闘…。結果、なんとこちらも見事に完成！最後は皆で自画自

賛しながらハイポーズ！心から愉しむことが出来たひとときでした。 
 

◎「楽しい」の意味合いは、 
与えられたことに対して楽しく過ごす、 
すでにあるものや設定された枠の中で楽しむ感覚。 
◎「愉しい」は、自分自身の気持ちや想いから感じ
生まれる愉しい状態のこと。自分の意識、気持ち、
考え方次第でどのようにでも変えていける！ 
このコーナーででは、ご利用者とのかかわりの中

の“愉しむ”をご紹介していきたいと思います。 

     今月の予定 

   ―2月 10日～3月 20日― 

〈2 月〉 

10日 出張理容（サロンドシエル） 

12日 昼食バイキング（養護・本館） 

19日 昼食バイキング（新館） 

24日 出張理容（竹山美容室） 

28日 虐待防止勉強会 
※2 月中にご家族サービス評価アンケートを実

施させていただきます。 

〈3 月〉 

7日  全体会議 慶和園事業計画 

8・9日 出張理容（菅原理容院） 

20日 ご家族との懇談会 

※3 月には、ご利用者からのサービス評価アン

ケート（面談）を実施させていただきます。 

 
                      

※紙面上の個人情報についてご本人・ご家族の 
許可を得て掲載させて頂いております。 

感染症対策を行いながらの 

介助に苦戦しました。 

自身の体調管理も仕事の 

一つであることを学んだ、 

心に残っていることです。 

新 任 職 員 成 長 記 

 リッファ介護員の「わぁ、素敵！」と、ちょっとはにかん

だ笑顔がとても印象的でした。二十歳の職員を温かく見

守り、私たちスタッフと共に着付けを愉しんでくださった

渡邉様に感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

～社会人一年生の一年間に密着‼～ 

私の 2024 BEST１はマイカ

ーの購入です。まだ短い人

生の中でも一番高額な買い

物だったのでとても印象に残

っています。2025年は更に

仕事に励みもっと大きな買

い物もしてみたいです。 

養護ユニットでは昨年１２月に感染症の流行があり、ご

利用者ご家族の皆様には大変なご不便をおかけいたし

ました。誠に申し訳ありませんでした。 

大晦日から通常の生活に戻り１月２３日に新年会を開

催することが出来ました。例年より豪華な内容にしよう

と町内のお店から天ぷらと茶碗蒸しを取り寄せ、年末に

開催延期となったクリスマス会の経費よりケーキを準

備。ご利用者、職員が一堂に会すことができることに感

謝しながら、お食事を楽しみました。 

 

辛い時大変な時に同期と 

励まし合ったことが一番 

大きいです。また、同ユニット

の職員から日々温かい言葉

をかけていただいたことも 

心に残っています。 

今月はこの 1 年間を振り返り、2024 年度の総括とし

て

についてインタビューしました‼ 

 

 

１月１２日、京極町の成人式へ 

リッファ介護員（インドネシア）が出席させていただきました。 

 

 

 

余興には職員とご利用者の「大東京音頭」を披

露。法被姿と紅白幕の飾りつけが相まって、に

ぎやかな新年会となりました。今年は皆、病気

やケガなく、健康な 1 年を過ごして頂きたい！

と改めて感じた次第です。 

 


